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この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS Z 8405:2008

は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

Z 8405：2021 (ISO 13528：2015) 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

白   紙 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 Z 8405：2021 
 (ISO 13528：2015) 

試験所間比較による技能試験に使用する統計的方法 

Statistical methods for use in proficiency testing by 

 interlaboratory comparison 

 

0 序文 

この規格は，2015 年に第 2 版として発行された ISO 13528 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 技能試験の目的 

技能試験は，試験所間比較を用い，特定の試験又は測定に関する参加者（試験所，検査機関又は個人）

のパフォーマンスを決定し，また，参加者の継続的なパフォーマンスをモニタするものである。JIS Q 

17043:2011 の序文に記載されているように，技能試験には幾つかの典型的目的がある。これらは，試験所

のパフォーマンスの評価，試験所における問題点の特定，試験方法又は測定方法の有効性及び同等性の確

立，試験所の顧客に対する付加的な信頼性の提供，不確かさの主張の妥当性確認並びに参加試験所の教育

を含む。適用される統計的計画及び解析手法は，所定の目的に対して適切でなければならない。 

0.2 技能試験スキームのスコアリングの根拠 

種々のスコアリングの方法が技能試験のために利用でき，使用される。詳細な計算は異なるが，大部分

の技能試験スキームでは，参加者結果の付与値からの偏差（ずれ）をある数値基準と比較して，検討が必

要かを判断する。したがって，付与値の決め方及び参加者の偏差を評価するための基準の選び方は重要で

ある。特に，それらの付与値及び偏差の評価基準が，参加者結果から独立しているべきか，又は提出され

た結果から得られるべきかどうか，考慮することが重要である。この規格は，その双方の方法を提供して

いる。しかしながら，箇条 7 及び箇条 8 に記述する参加者結果を用いない付与値及び偏差の評価基準に関

する長所及び短所について考察に留意するのがよい。一般に，参加者結果から独立した付与値及び評価基

準の選択に利点があることが分かるだろう。特に，測定結果の特定の用途に適した偏差の評価基準を一貫

して用いる場合（例えば，“技能評価のための標準偏差”又は“測定誤差の許容幅”の値を事前に決めてい

る場合など）に，そのような利点がより大きい。 

0.3 JIS Z 8405 及び JIS Q 17043 

この規格は，JIS Q 17043 の要求事項である，統計的計画，技能試験品目の妥当性確認，結果のレビュー

及び要約統計量の報告の適用の支援を提供する。JIS Q 17043:2011 の附属書 B（技能試験の統計手法）に，

技能試験スキームで使われる一般的な統計的方法が簡潔に記載されている。この規格は，JIS Q 17043 を補

足することを目的とし，その規定に不足している技能試験のための特定の統計的方法についての詳細なガ

イダンスを提供する。 

JIS Q 17043 における技能試験の定義は，異なる種類の技能試験及び使用可能な計画の範囲を規定する注

記とともに，この規格で繰り返される。この規格は，全ての目的，設計，マトリックス及び測定対象量を，


